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書

評

新医師臨床研修制度が発足して

5年目を迎えています．マッチン

グをはじめその制度は定着し，ま

た，その研修指導者を養成する講

座や研修会が各地で盛んに開催さ

れています．そのような講習会で

よく出てくる質問のひとつに，「1

か月や2か月ごとに回ってくる研

修医に何を教えたらいいのか」と

いうものがあります．医師の研修

に無頓着であった日本医学界の実

情からすれば，それは至極当然な

質問だと思います．正直なとこ

ろ，大学などでの卒後研修の実情

を知らなかった私自身も，当初は

明確な答えを持ち合わせていませ

んでした．しかしながら日本の医

療現場の実情を知るにつけ，その

答えは次第に明らかなものとなっ

てきました．

１.研修医が最初に学ぶべきこ

と

初期研修で何を教えたらいいの

か 答えは“コミュニケーショ

ン ス キ ル(C o m m u n i c a t i o n
 

Skill：CS)の習得”です．ここで

いうCommunicationとは医療に

関係しているすべての職種の方々

との意思疎通を意味しています

が，とりわけ患者さんや医師，看

護師が重要な対象となります．研

修医の視点からすれば，なかでも

医師，特に指導医とのCommuni-

cationは厄介なことこの上あり

ません．卒前教育ではほとんど教

えられていない分野であり，専門

用語やその使い回しをはじめ，何

をどのように組み立てて話してい

けばいいのか，戸惑うはずです．

医師といっても，専門が異なる

とそこで使用される専門用語やそ

の用法，そして疾患へのアプロー

チや必要とされる情報に大きな違

いがあります．われわれ医師はや

やもすれば手術や検査など，手技

の習得に関心が向いてしまいます

が，まず最初に覚えなければなら

ないものはCSに他ならないと言

っても過言ではありません．

２.プレゼンテーション技術を

磨く

それではどのようにしたらCS

を身につけられるのか CSは

言い換えればプレゼンテーション

(Presentation)のことであり，

CSを習得するということは上手

なプレゼンテーションをすること

に他なりません．聴いている人が

容易に理解できる，的を射た簡潔

なプレゼンテーションを，時間や

場所，状況に応じて，かつ各科別

の特性にも配慮しならが実行する

ことは，指導医といえども決して

簡単なことではありません．

また，プレゼンテーションは指

導医の視点から見た，もう一つの

効能を持ち合わせています．プレ

ゼンテーションを聞くことによっ

て，その発表者の技量がおおむね

評価できることです．最初はしど

ろもどろで話していた研修医が，

いつのまにか威風堂々と的確にプ

レゼンテーションするように変身

していきます．

人前でしゃべることの苦手な日

本人医師，そして医師にとって必

須であるはずの英語が苦手な日本

人医師にとっても，本書は大きな

助けになるものと確信していま

す．
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